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対策のポイント

中長期的な視点に立った我が国農林水産業に与える気候変動の影響評価や

適応技術を開発するとともに、各国の研究機関等との連携による気候変動適

応・緩和技術を開発します。

＜背景／課題＞

我が国の農林水産業の持続化・安定化を図るため、地球温暖化等の気候変動に適切に・

対応していくことが不可欠です。

平成27年11月に された政府全体の気候変動適応計画や気候変動枠組条約における・ 策定

農林水産業が地球温暖化等に対応2020年以降の枠組みに関する交渉の状況を踏まえ、

していくことが必要です。するために必要な研究開発を総合的に実施

政策目標
○気候変動に負けない強靱な産地の形成・国土の保全

○気候変動適応・緩和技術の開発による国際貢献

＜主な内容＞

１．農林水産分野における気候変動の影響評価及び適応技術の開発

IPCCをはじめとする最新の温暖化予測 「委託プロジェクト（気候変動対応関連）、

の推進方針とりまとめ （平成27年12月）及び「農林水産省気候変動適応計画 （平成」 」

森林・林業、水産業分野における気候変動適応技術及び野生27年8月）等に基づき、

鳥獣被害対応技術 さらに強化 気候変動が農林水産分野に与について、 するとともに、

える影響の評価 農業分野における適応品並びにこれに基づく中長期的視点を踏まえた

、 します。種・育種素材や生産安定技術 病害虫被害対応技術を開発

２．国際連携による気候変動対応技術の開発

国際連携による乾燥ストレス耐性系統、農産廃棄物の有効活用による気候変動緩和

技術、アジア地域の農地における温室効果ガス排出削減技術の開発により、途上国で

の します｡気候変動対策および持続可能な食料安定供給への取り組みを支援

委託費

委託先：民間団体等

お問い合わせ先：技術会議事務局

１の事業 研究開発官（基礎・基盤、環境） （０３－３５０２－０５３６）

２の事業 国際研究官 （０３－３５０２－７４６６）

［平成28年度予算の概要］



農林水産分野における気候変動対応のための研究開発 

 「委託プロジェクト研究（気候変動対応関連）の推進方針とりまとめ」（平成27年12
月）や「農林水産省気候変動適応計画」（平成27年8月）に基づき、農林水産業が地球
温暖化等に対応するために必要な研究開発に関する課題を総合的に推進することに
より、気候変動に適切に対応していくことが不可欠です。 

■気候変動及び極端現象の影響評価 

■干ばつに強い作物の開発 

国際連携による気候変動対応技術の開発 

農林水産分野における気候変動の影響評価及び適応技術の開発 

現在 2060年代 

適地 
より高温 
より低温 

■野生鳥獣及び病害虫被害対応技術の開発 

■途上国の農産廃棄物の利活用 
 による温暖化緩和技術の開発 
 

■アジア地域の農地からの温室 
 効果ガスの発生を削減する技術 
 の開発 

■農業分野における気候変動適応技術の開発 

■森林・林業、水産業分野における気候変動  
 適応技術の開発 

・温室効果ガス排出削減のため、農業  
 廃棄物を有効活用 

・アジア各地の環境に適応した、温室効果 
  ガス排出を削減する栽培技術を確立 

栽培生理的アプロー
チ 

遺伝的・育種的アプ
ローチ 

現状（品質低下（白未熟粒）） 将来（品質悪化＋高温不稔） 

予測研究等に基づく中長期視点を踏まえた品種・育種素材や 
生産安定技術の開発 

有害赤潮プランクトンの迅速診断
技術の開発  

ロボットやICTの利用等による 
被害対策技術の開発 

高精度な影響評価（１ｋｍメッシュスケール） 

・乾燥ストレス耐性を持つ系統の
選抜のための圃場試験 

○ 気候変動に負けない強靱な産地の形成・国土の保全 
○ 気候変動適応・緩和技術の開発による国際貢献 

気候変動に対応した人工林の管理  

海外からの有害動植物の 
検出・同定技術 
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